第12回大阪府地方独立行政法人評価委員会病院部会　議事要旨

１　日時　　　　平成21年8月27日（木）　10時～10時10分
２　場所　　　　大阪府職員研修センター「大研修室」

３　出席委員　　松澤部会長、辻本委員、中島委員、槙野委員、山谷委員
　　　　　　　　奥林委員（オブザーバー）　（永田委員、宮嶋委員は欠席）

４　議題

（１）平成20事業年度の業務実績に関する評価について
　（２）その他

５　議事概要

Ⅰ　開会

○　これまでの部会審議及び評価結果素案作成の経過等について、部会長から説明があった。
　Ⅱ　議事

（１）平成20事業年度の業務実績に関する評価について
　○　資料1「評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容」、資料2「平成20事業年度の業務実績に関する評価結果（案）」及び資料3「平成20事業年度の業務実績に関する評価結果＜参考資料＞小項目評価（案）」により、評価結果に係る委員意見とそれを踏まえた評価結果の記載内容について、事務局から説明があった。
○　また、事務局から評価結果を報道提供する際の資料として資料4「平成20事業年度の業務実績に関する評価結果の概要」を作成した旨の説明があった。

○　委員からの意見・質問（◆で表示）と法人からの説明（⇒で表示）があった。

◆　ミキシング100パーセントというデータのことについて、人を増やしたのか、それともチェンバーなどの設備投資をしたのか。

⇒　常勤の薬剤師について、成人病センターで２名、母子保健総合医療センターで２名増員している。

○　部会長から評価結果（案）を各委員に諮り、異議なしとして決定された。この後に開催される第20回評価委員会で部会の案として報告することとなった。
（２）その他
○　特になし。

Ⅲ　閉会

○　閉会に当たって、部会長から次のコメントがあった。

・　今年度の評価が終わり、我々としては、非常に評価しやすい形でよかったと思う。これは、各病院の大変な努力の結果だと敬意を表したい。資料をもとに、機構で色々とチェックして成果が上がっている。３年目にこういう結果が出たのは、大変素晴らしい。
ただし、問題点も指摘されている。アクティビティの目標を下回っている部分もある中で、昨年から10億円の収益の増加が出たことは色々な工夫をされたと思うが、これが来年以降も続くことを願っている。今年と同じでいくと、医療費の問題など難しいところもある。本当はこれだけの10億円の収益が上がれば、医療のクオリティーを上げる方向へ本来は使うべきものある。あと２年が終わり、同じような収益が上がれば、大阪府の医療のクオリティーアップにつながることが期待されるという意味では、大変素晴らしい結果だと思っており、ますますの努力を願いたい。不良債務を返した中での次の計画に関しては、大阪府民の医療の全体像をとらえた５病院のコンセプトを計画に盛り込んでほしい。また、予防医学から先端医療までを、大阪府の５病院が、バランスのとれた病院それぞれの特徴を生かし合う計画を作ることを期待したい。
以上
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